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 平成 31 年 2 月 12 日      時  分受理  
受付順位  

発言順位  

発  言  通  告  書 

 

  藤枝市議会議長  西原明美 様 

 

                 藤枝市議会議員  ２番    増田克彦 ㊞ 

 

  次のとおり通知します。 

発言の種類 代表質問    一般質問    緊急質問  

１ .  標  題 
子育て支援とその周辺について  

 答弁を求める者（  市長・担当部長  ）  

（要旨・内容）  

わが国の少子化は急速に進行しており、その背景には、子育てに関する不

安や、仕事と子育てとの両立に対する負担感があることが挙げられます。女

性の社会進出に伴う低年齢児の保育ニーズの増大、核家族化の進行や地域の

つながりの希薄化による子育て不安を抱える保護者の増加など、子育てをめ

ぐる地域や家庭の状況は変化し続けています。  

一方、今年になってから千葉県野田市で児童が虐待をうけて死亡するとい

う痛ましい事件が、昨年 6 月の目黒の女児虐待死事件に引き続き起きている

という、児童の保護に関して厳しい状況もあります。  

本市では「子育てするなら藤枝」を掲げてキャンペーンするなど、子育て

支援の現状の態勢は、他市町と比較しても優れているものと認識していま

す。さらに来期においても手厚い予算が組まれており、ますますの充実が期

待されます。これらを踏まえ、本市における子育て環境とその周辺の現状と

今後の方向性について伺います。  

 

(1)  最新の調査に基づく待機児童数について伺います。また、本年 4 月以降

についての待機児童数の見込みについて伺います。未就学児童と学童そ

れぞれについてお答えください。  

 

(2)  本年 10 月から認可保育施設は無償化になりますが、認可外の施設は有

償のままです。このような、有償の認可外保育施設に現在通っている子

供の数を伺います。また、このうちどれだけを、いわゆる潜在待機児童

として把握しているのかを伺います。  

 

(3)  保育士の確保に際しての、本市としての独自の取組について伺います。 
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(4)  幼児教育・保育施設は量的にはかなり充足されているものと理解していま

す。保育の質についてどのように把握しているか、評価基準の設定および

質の向上への今後の取組を伺います。  

 

(5)  本市においては放課後児童クラブの設置・整備が着々と進められ、素晴ら

しい取組と評価しています。その一方で、昨年の岡部地区のタウンミーテ

ィングでは「放課後児童クラブはスタッフがきりきり舞いしている」との

意見が寄せられました。放課後児童クラブの指導員の人数の現状について

の所見を伺います。  

 

(6)  子育てに関する行政手続きインターネットでできる「子育てワンストップ

サービス」の「電子申請サービス」が、昨年 2 月 1 日から始まり、1 年が

経過しました。この一年間の本市における利用状況を伺います。  

 

(7)  不妊治療は H29 年実績で延べ 173 人、H31 年度予算の不妊治療費は特定不

妊治療助成費延べ 195 人などを見込んで増額となっております。この人数

は実際に不妊治療を受けられた実数、あるいはこれから受けるであろう推

定数と比較して充足しているかを伺います。  

 

(8)  児童虐待事件の報道については、児童相談所の相談へのキャパシティが限

界にきているという指摘もあります。本市家庭相談への児童虐待、DV、

ネグレクトなどの通報・相談の状況、件数を伺います。担当員一人当たり

の通報・相談数は、もしお分かりであれば県の児童相談所も含め、どのよ

うであるかを伺います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※ 内容は詳細に記入してください。） 


